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――2027年開業を予定す
るリニア中央新幹線の甲府市
南部の新駅周辺開発について、
２月に就任した後藤斎・山梨
県知事は横内正明・前知事と
違う方針を打ち出している。
後藤知事には新駅周辺に商業

や人口などを集積させたいとい
う考えが垣間見える。６月県議
会で方向性を示すかもしれない
ので、それをとらえて市の考え
方をつくっていかなければなら
ない。県庁の新棟や新市庁舎が
13年に完成し、今後百年、政
治、行政、経済、文化の中心は
市北部だ。南北二眼レフでいく。
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蜂取らずという声もある
が、役割のすみ分けが必要だ。
ただ、新駅が交通の結節点だ

けではないという知事の考えも
わかる。今の人口のままなら新
旧市街地の奪い合いだが、新た
な定住人口が生まれるならニー

市が増床に同意すべきか、も
う少し見守りたい。市中心部と
の共存について判断をまだ下せ
ない。ココリの地下１階のテナ
ントも固まっていない。

――山梨県を訪れる観光客
は富士山周辺に集中している。
中国人を中心とする外国の観
光客が甲府市内に多く宿泊して
いるが、富士山からもっと甲府
へ呼び込みたい。甲府市内で公
衆無線LAN「Wi-Fi」や、５カ
国語対応の翻訳システムを使っ
て多言語対応できる場所をさら
に増やしたい。

――甲府市立病院が赤字だ。
独立行政法人にする議論を２
年前までしてきたが、市直営に
なった。その議論の経緯を検証
して、独法化で赤字が解消され
るか検討したい。民間病院でや
っていて、市立病院ではやって
いない事業や、公立ということ
で不採算でもやっている事業も
あり、改革は大きなテーマだ。
（聞き手は
� 甲府支局長　清水　英徳）

ズも高まる。全国規模の会議を
甲府に誘致したいが、今は新駅
予定地近くに展示施設はあるも
のの、ホテルがない。今夏から
県と甲府市、周辺の市町を含め
て協議を本格化させたい。

――衰退が続いてきた甲府
市北部の中心街。甲府銀座ビ
ルを取り壊してマンションに
建て替える。
５月に飲食店ビルがリニュー
アルオープンするなど再生の動
きも出てきた。銀座ビルは１階
を活用する。商業・飲食スペー
スにすると周辺と食い合いにな
るので、イベントや市民が申込
制で活用できるスペースにした
い。解体などに補助金を出して
おり、注文もつけていく。
全国で４番目に古い遊亀公園
付属動物園も中心部にある。サ
ンリオの辻信太郎社長が山梨県
出身なので、サンリオのテーマ
パークのノウハウを活用して活
性化できないかと思っている。

――テナント撤退が相次い
だ商業施設、ココリのテナン
トを誘致したイオングループ
は甲府市の隣の昭和町で大型
商業施設の増床を検討中だ。

ひぐち・ゆういち　1959年甲府市生ま
れ。83年専修大学経営学部卒。全労済
山梨県本部勤務を経て、99年に民主党
から山梨県議会議員に出馬し、初当選。
以後４選。2015年１月に甲府市長選に
初当選。趣味は剣道、ゴルフ。愛読書は
宮城谷昌光の歴史小説。
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甲府市長　樋口　雄一氏

甲府市　山梨県の県庁所在地でほぼ中
央に位置する。人口約19万人。武田信
玄の父親の信虎が1519年に市北部のつ
つじが崎に館を築いて都市整備を始め
て、2019年に開府500年を迎える。代
表的な観光地は昇仙峡。2027年開業予
定のリニア中央新幹線の新駅が南部に
建設される予定。


